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１

前
史
～
開
港
か
ら
戦
後
復
興 

期
ま
で
～

　

横
浜
市
の
水
道
は
、
わ
が
国
最

初
の
近
代
水
道
（
鉄
管
を
用
い
て

有
圧
で
給
水
す
る
水
道
）
と
し

て
、
明
治
20
年
（
１
８
８
７
年
）

10
月
17
日
に
給
水
を
開
始
し
た
。

（
表
１
）
現
在
の
給
水
人
口
は
約

３
７
０
万
人
で
、
水
道
事
業
体
と

し
て
は
東
京
都
に
次
い
で
全
国
２

位
の
規
模
で
あ
り
（
表
２
）、
平

成
24
年
度
の
１
日
最
大
給
水
量
は

１
２
６
万
８
千
㎥
で
あ
る
。

　

戸
数
わ
ず
か
１
０
０
戸
ば
か
り

の
静
か
な
村
で
あ
っ
た
横
浜
は
、

安
政
５
年
（
１
８
５
８
年
）、
徳

川
幕
府
が
日
米
修
好
通
商
条
約
を

締
結
し
て
開
港
地
に
さ
だ
め
た
こ

と
に
よ
り
、
人
口
の
増
加
や
市
街

の
発
展
な
ど
、
急
成
長
を
遂
げ

た
。
当
時
の
住
民
は
、
水
を
求
め

て
井
戸
を
掘
っ
た
が
、
横
浜
は
沼

地
や
海
岸
を
中
心
に
埋
め
立
て
て

拡
張
さ
れ
て
き
た
の
で
、
飲
料
に

適
し
た
良
質
な
水
に
は
恵
ま
れ
な

か
っ
た
。
華
や
か
な
洋
館
の
立
ち

並
ぶ
繁
栄
の
裏
で
水
不
足
と
疾
病

の
流
行
や
大
火
事
に
悩
ま
さ
れ
る

な
ど
、
住
民
の
不
便
は
言
葉
で
は

言
い
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
県
当
局

は
、
英
人
技
師
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
ペ

ン
サ
ー
・
パ
ー
マ
ー
氏
を
顧
問
と

し
て
、
相
模
川
の
上
流
に
水
源
を

求
め
、
明
治
18
年
（
１
８
８
５

年
）、
近
代
水
道
の
創
設
に
着
手

し
、
明
治
20
年
（
１
８
８
７
年
）

９
月
に
完
成
し
た
。
こ
の
水
道

は
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
先
進

技
術
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
日

本
で
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
横
浜
が
近
代
水
道
発

祥
の
地
と
な
り
、
横
浜
水
道
の
完

成
後
、
函
館
や
長
崎
な
ど
の
開
港

場
、
大
阪
や
東
京
な
ど
の
大
都
市

に
も
こ
の
近
代
水
道
が
相
次
い
で

建
設
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
こ
ろ
は
、
ま
だ
水
道
に
関

す
る
法
律
も
な
く
、
横
浜
も
ま
だ

市
と
し
て
独
立
し
て
い
な
い
時
代

で
あ
り
、
神
奈
川
県
の
手
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
22

年
（
１
８
８
９
年
）
４
月
、

市
制
施
行
に
よ
り
横
浜
市
が

誕
生
し
、
翌
明
治
23
年
（
１

８
９
０
年
）
２
月
、
水
道
条

例
の
制
定
に
伴
い
、
水
道
事

業
は
市
町
村
が
経
営
す
る
と

い
う
原
則
が
確
立
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
同
年
４
月
、
水
道

事
業
は
県
か
ら
横
浜
市
に
移

管
さ
れ
、
市
営
と
し
て
運
営

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。　

　

明
治
30
年（
１
８
９
７
年
）

に
は
第
１
次
拡
張
事
業
と
し

て
取
水
地
を
創
設
事
業
で
建

設
し
た
相
模
川
上
流
の
三
井

か
ら
道
志
川
に
変
更
す
る
と

と
も
に
、
浄
水
施
設
と
し
て

川
井
浄
水
場
を
建
設
し
、
以

降
、
横
浜
の
人
口
急
増
に

伴
っ
て
、
取
水
地
に
相
模
湖

表１　給水開始が古い都市ベスト５

都市名 給水開始年月日

横　浜 明治20年（1887年）10月

箱　館
（函館） 明治22年（1889年）９月

長　崎 明治24年（1891年）５月

大　阪 明治28年（1895年）11月

東　京 明治31年（1898年）12月

表２　給水人口の多い水道事業体ベスト５

順
位 事業者名 給水人口

（人）
給水戸数
（戸）

1 東京都 12,878,752 7,100,972

2 横浜市 3,693,733 1,776,546

3 千葉県企業庁 2,942,781 1,372,541

4 神奈川県企業庁 2,790,883 1,260,071

5 大阪市 2,678,051 1,514,742

（平成25年3月末時点）　

表３　拡張事業（事業認可）の歴史

年　次 許可年月 竣工年月
計　画

給水人口
（人）

計画1日 
最大給水量 

（㎥）
創  設  事  業 明治17年11月 明治20年 ９月 70,000 5,720

第１回拡張事業 明治30年 ４月 明治34年12月 300,000 24,520
第２回拡張事業 明治42年 ８月 大正  4年  3月 800,000 90,820
第３回拡張事業 昭和５年 ７月 昭和16年 ３月 820,000 303,400
第４回拡張事業 昭和15年 ２月 昭和29年11月 996,000 468,000
第５回拡張事業 昭和31年 １月 昭和36年 ９月 1,200,000 564,000
第６回拡張事業 昭和36年 １月 昭和40年 ３月 1,381,000 842,000
第７回拡張事業 昭和40年 ３月 昭和46年 ３月 1,972,000 1,268,000
第８回拡張事業 昭和46年 ２月 昭和55年 ３月 2,990,000 1,780,000

昭和63年度 平成元年 ３月 平成10年 ３月 3,660,000 1,780,000
現　　　行 平成13年 ３月 平成23年 ３月 3,750,000 1,800,000
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を
加
え
た
。
ま
た
、
浄
水
施
設
と

し
て
西
谷
浄
水
場
や
鶴
ケ
峰
浄
水

場
を
新
た
に
建
設
す
る
な
ど
、
関

東
大
震
災
や
第
二
次
世
界
大
戦
の

戦
禍
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
第
２

回
か
ら
第
５
回
ま
で
の
拡
張
事
業

を
行
い
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長

期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
創

設
事
業
で
は
計
画
給
水
人
口
７
万

人
、
計
画
１
日
最
大
給
水
量
は
６

千
㎥
で
あ
っ
た
横
浜
市
の
水
道
の

規
模
は
、
こ
の
第
５
回
拡
張
事
業

の
完
了
に
よ
っ
て
、
計
画
給
水
人

口
１
２
０
万
人
、
計
画
１
日
最
大

給
水
量
56
万
４
千
㎥
に
ま
で
達
し

て
い
た
。（
表
３
）

２

第
６
回
拡
張
事
業
（
昭
和
36

年
か
ら
40
年
ま
で
）

　

京
浜
工
業
地
帯
の
急
速
な
発
展

と
と
も
に
、
横
浜
市
自
体
も
港
依

存
か
ら
脱
し
て
本
格
的
な
工
業
立

市
建
設
に
よ
る
再
興
を
積
極
的
に

推
進
し
、
神
奈
川
地
区
大
黒
埋
立

て
や
根
岸
湾
埋
立
て
に
よ
っ
て
横

浜
港
を
中
心
に
両
翼
に
工
業
地
帯

を
充
実
さ
せ
、
後
背
地
の
開
発
と

相
ま
っ
て
、
市
勢
の
発
展
と
職
住

一
致
を
目
指
し
て
い
た
。
こ
の
た

め
、
さ
ら
な
る
水
道
水
の
供
給
が

必
要
と
さ
れ
た
が
、
当
時
の
相
模

川
の
水
源
は
第
５
回
拡
張
事
業
ま

で
で
す
べ
て
使
い
尽
く
し
て
し

ま
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
神
奈
川
県
に
お
い
て

相
模
川
本
流
に
ダ
ム
を
建
設
し
て

新
た
な
水
源
を
開
発
す
る
構
想
が

立
て
ら
れ
、
城
山
ダ
ム
が
昭
和
40

年
３
月
に
完
成
し
、
こ
れ
に
よ
り

誕
生
し
た
津
久
井
湖
が
永
く
渇
望

さ
れ
て
い
た
豊
か
な
水
の
供
給
を

開
始
し
た
。（
図
１
）
こ
の
城
山

ダ
ム
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
水
量

を
新
た
に
浄
水
し
て
市
内
に
配
水

す
る
こ
と
と
な
る
が
、
本
計
画
最

大
の
特
徴
は
、
従
来
は
河
川
の
上

流
か
ら
取
水
を
行
う
上
流
取
水
が

一
般
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

根
本
的
に
異
な
る
馬
入
川
（
相
模

川
下
流
の
名
称
）
か
ら
の
下
流
取

水
と
い
う
方
式
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
相
模
川
の
水
を
河
口
放
流
地

点
で
補
足
す
る
こ
と
に
よ
り
、
流

域
全
体
の
水
を
有
効
に
利
用
で
き

る
こ
と
、
最
も
緊
急
を
要
す
る
需

要
地
域
（
横
浜
市
の
根
岸
湾
埋
立

地
区
、
金
沢
・
戸
塚
方
面
の
工
業

地
帯
）
に
近
く
、
城
山
地
点
か
ら

の
導
水
工
事
を
要
せ
ず
、
し
た

が
っ
て
工
事
費
及
び
建
設
期
間
の

面
で
極
め
て
大
き
な
効
果
が
あ
る

こ
と
、
発
電
・
農
業
な
ど
既
得
水

利
権
と
の
競
合
が
少
な
く
、
補
償

問
題
等
の
解
決
が
比
較
的
容
易
で

工
事
を
円
滑
に
進
め
得
る
こ
と
を

考
慮
し
て
選
択
さ
れ
た
方
式
で
あ

る
。

　

こ
の
馬
入
川
の
寒
川
地
点
で
取

水
し
た
原
水
を
ポ
ン
プ
圧
送
で
戸

塚
区
小
雀
町
に
建
設
さ
れ
た
本
市

最
大
の
浄
水
場
で
あ
る
小
雀
浄
水

場
着
水
井
直
下
ま
で
導
き
、
こ
こ

か
ら
さ
ら
に
ポ
ン
プ
加
圧
に
よ
り

約
40
ｍ
揚
水
し
て
着
水
井
（
標
高

57
ｍ
）
に
導
水
し
て
い
る
。

　

当
時
の
見
通
し
で
は
す
で
に
昭

和
39
年
夏
季
に
は
、
こ
の
第
６
回

拡
張
事
業
の
施
設
が
稼
動
し
な
け

れ
ば
水
需
要
に
対
応
で
き
な
い
と

予
想
さ
れ
た
た
め
、
当
初
の
工
期

を
短
縮
し
、
全
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
「
昭
和
39
年
夏
季
通
水
」

を
合
言
葉
に
懸
命
の
努
力
を
傾
け

た
。
こ
う
し
て
昭
和
39
年
６
月
に

は
一
部
稼
動
に
漕
ぎ
着
け
、
翌
昭

和
40
年
６
月
に
全
面
通
水
、
12
月

に
す
べ
て
の
工
事
を
完
了
す
る
こ

と
が
で
き
、
当
時
全
国
的
に
発
生

し
た
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
渇
水
」
を

危
う
く
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
第
６
回
拡
張
事
業
の
完
了
に

よ
っ
て
、
本
市
の
計
画
給
水
人
口

は
１
３
９
万
人
、
計
画
１
日
最
大

給
水
量
は
78
万
４
千
㎥
に
達
し

た
。

３

第
７
回
拡
張
事
業
（
昭
和
40

年
か
ら
46
年
ま
で
）

　

昭
和
39
年
の
全
国
的
な
異
常
渇

水
も
加
わ
っ
て
、
本
市
で
も
水
不

足
の
危
機
感
は
一
層
強
ま
っ
た
。

実
際
、
給
水
量
は
人
口
増
加
と
産

業
集
中
に
よ
り
急
上
昇
を
続
け
、

な
か
で
も
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

化
を
進
め
た
港
北
・
保
土
ケ
谷
及

び
戸
塚
の
郊
外
３
区
で
は
大
幅
な

人
口
増
加
を
き
た
し
、
市
北
部
方

面
へ
の
配
水
体
制
を
増
強
す
る
必

要
が
生
じ
て
き
た
。（
表
４
） 

こ
の
た
め
、
緊
急
水
源
対
策
だ
け

で
は
な
く
、
市
内
の
水
配
分
に
つ

い
て
も
抜
本
的
な
検
討
を
行
う
必

要
が
あ
り
、
第
７
回
拡
張
事
業

は
、
相
模
川
の
流
量
を
維
持
す
る

た
め
の
放
流
水
を
暫
定
的
に
水
源

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
と
し
、
第

６
回
拡
張
事
業
で
建
設
さ
れ
た
馬

入
川
の
寒
川
取
水
施
設
を
増
強
し

て
新
た
に
日
量
50
万
㎥
を
取
水
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
10

万
㎥
を
戸
塚
・
磯
子
及
び
南
地
区

に
、
残
る
40
万
㎥
に
つ
い
て
は
小

図１　神奈川県内のダム施設位置

表４　横浜市の人口及び世帯数の推移

年次 人口（人） 世帯数（戸）

明治22年（1889年） 121,985 27,209

昭和20年（1945年） 624,994 142,074

昭和40年（1965年） 1,788,915 481,943

昭和60年（1985年） 2,992,926 1,027,090

平成17年（2005年） 3,579,628 1,478,104

平成24年（2012年） 3,697,006 1,606,472
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雀
浄
水
場
か
ら
市
北
部
に
送
水
す

る
大
環
状
線
を
新
設
し
て
保
土
ケ

谷
・
鶴
見
及
び
港
北
地
区
に
給
水

す
る
も
の
と
計
画
さ
れ
た
。

　

こ
の
河
川
下
流
の
放
流
水
を
あ

て
に
し
た
水
利
使
用
は
ほ
と
ん
ど

例
が
な
く
、
当
時
の
河
川
行
政
の

所
管
官
庁
で
あ
っ
た
建
設
省
が
水

源
と
し
て
は
不
安
定
で
あ
る
と
い

う
点
か
ら
難
色
を
示
し
、
協
議
は

難
航
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
神

奈
川
県
下
で
は
事
実
と
し
て
渇
水

が
多
発
し
て
い
た
た
め
、
水
源
対

策
に
つ
い
て
は
一
刻
の
猶
予
も
な

く
、
流
域
下
水
道
の
整
備
に
よ
り

水
質
悪
化
を
食
い
止
め
る
こ
と
な

ど
の
対
策
を
行
う
こ
と
で
建
設
省

の
了
解
を
得
て
、
水
利
使
用
が
認

め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
安
定
し
た

取
水
量
を
確
保
す
る
た
め
に
将
来

必
要
な
水
源
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
付
帯
条
件
の

付
い
た
い
わ
ゆ
る
「
劣
後
水
利

権
」と
い
う
位
置
付
け
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
水
利
使
用
許
可
に
基
づ

き
、
第
６
回
拡
張
事
業
で
整
備
し

た
寒
川
取
水
施
設
、
導
水
施
設
及

び
小
雀
浄
水
場
な
ど
に
つ
い
て
、

浄
水
処
理
能
力
を
さ
ら
に
引
き
上

げ
る
た
め
の
増
強
整
備
を
行
っ
た

中
で
、
昭
和
46
年
の
最
終
的
な
連

絡
工
事
の
際
に
は
、
市
南
部
の
約

11
万
３
，
０
０
０
戸
で
24
時
間
と

い
う
長
時
間
に
わ
た
る
断
水
が
必

要
と
な
っ
た
が
、
関
係
部
局
や
何

よ
り
も
安
定
的
な
給
水
を
求
め
る

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ

り
、
特
に
事
故
も
な
く
予
定
ど
お

り
に
工
事
を
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
第
７
回
拡
張
事
業
の

完
了
に
よ
っ
て
、
本
市
の
計
画
給

水
人
口
は
１
９
７
万
人
、
計
画
１

日
最
大
給
水
量
は
１
２
６
万
８
千

㎥
に
達
し
た
。

4

神
奈
川
県
内
広
域
水
道
企
業

団
に
よ
る
水
源
開
発

　

さ
て
、
前
項
で
述
べ
た
馬
入
川

放
流
水
の
水
利
使
用
に
よ
り
、
い

よ
い
よ
相
模
川
に
は
水
利
使
用
が

可
能
な
水
源
は
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
爆
発
的
な

人
口
増
と
京
浜
工
業
地
帯
の
発
展

は
留
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
こ
の

ま
ま
で
は
早
晩
水
需
要
に
対
応
で

き
な
く
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
っ

た
。
そ
れ
を
見
越
し
て
、
昭
和
30

年
代
末
か
ら
神
奈
川
県
小
田
原
市

内
を
流
れ
る
県
下
第
２
の
河
川
の

酒
匂
川
の
開
発
に
つ
い
て
調
査
が

行
わ
れ
て
い
た
が
、
す
で
に
水
利

使
用
で
き
る
流
量
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
さ
ら
に
遠
方
の
静
岡
県
内
を

流
れ
る
富
士
川
か
ら
酒
匂
川
に
導

水
す
る
計
画
ま
で
検
討
さ
れ
た

が
、
莫
大
な
建
設
投
資
が
必
要
な

た
め
、
将
来
構
想
に
と
ど
ま
る
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
酒
匂
川

上
流
に
三
保
ダ
ム
を
建
設
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
水
源
を
開
発
す
る
構

想
が
生
ま
れ
、
調
査
や
地
元
折
衝

を
開
始
し
た
昭
和
36
年
か
ら
実
に

17
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
昭
和

53
年
に
三
保
ダ
ム
が
完
成
し
、
人

造
湖
で
あ
る
丹
沢
湖
が
生
ま
れ
て

酒
匂
川
か
ら
の
取
水
が
可
能
と

な
っ
た
。

　

一
方
、
神
奈
川
県
内
の
水
道
事

業
体
が
新
規
水
源
の
開
発
に
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
時
、

こ
れ
と
並
行
し
て
、
国
も
ま
た
水

道
広
域
化
に
よ
っ
て
水
源
開
発
の

促
進
を
図
る
た
め
、
法
改
正
や
国

庫
補
助
制
度
の
整
備
を
行
い
つ
つ

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
水
源
開
発
等

に
対
す
る
国
庫
補
助
及
び
能
率
的

経
営
や
合
理
的
な
施
設
整
備
を
目

的
と
す
る
水
道
広
域
化
の
推
進
の

必
要
性
が
叫
ば
れ
る
中
、
神
奈
川

県
と
横
浜
・
川
崎
・
横
須
賀
３
市

で
酒
匂
川
水
源
の
開
発
は
水
道
事

業
に
お
け
る
一
部
事
務
組
合
で
あ

る
企
業
団
方
式
に
よ
る
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
、「
神
奈
川
県
内
広
域

水
道
企
業
団
」
が
昭
和
44
年
に
正

式
に
発
足
し
た
。
こ
の
神
奈
川
県

内
広
域
水
道
企
業
団
が
、
創
設
事

業
と
し
て
、
酒
匂
川
下
流
の
飯
泉

に
お
い
て
取
水
し
た
原
水
を
ポ
ン

プ
圧
送
に
よ
り
導
水
し
、
県
中
央

部
の
伊
勢
原
浄
水
場
、
県
北
部
の

相
模
原
浄
水
場
、
県
北
東
部
の
西

長
沢
浄
水
場
に
て
浄
水
処
理
し
た

水
道
水
を
構
成
団
体
で
あ
る
神
奈

川
県
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、
横
須

賀
市
に
供
給
す
る
用
水
供
給
事
業

と
し
て
昭
和
49
年
４
月
に
一
部
給

水
を
開
始
し
、
昭
和
54
年
４
月
に

は
全
量
給
水
体
制
を
確
立
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
昭
和
54
年
時
点
で

の
横
浜
市
の
人
口
は
２
７
６
万
人

で
あ
っ
た
が
、
高
度
経
済
成
長
期

の
増
加
率
に
は
及
ば
な
い
と
は
い

え
、
い
ま
だ
人
口
の
増
加
が
止
む

兆
し
は
見
え
ず
、
酒
匂
川
の
開
発

と
並
行
し
な
が
ら
将
来
を
見
据
え

た
水
源
開
発
を
続
け
て
い
た
。
そ

こ
で
、
建
設
省（
現
国
土
交
通
省
）

が
新
た
に
相
模
川
水
系
中
津
川
に

建
設
す
る
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
に
よ
っ
て

開
発
さ
れ
る
水
源
を
も
っ
て
、
神

奈
川
県
内
広
域
水
道
企
業
団
が
４

構
成
団
体
に
水
道
用
水
を
供
給
す

る
た
め
の
施
設
を
建
設
す
る
相
模

川
水
系
建
設
事
業
の
基
本
計
画
が

作
成
さ
れ
た
。
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
建
設

事
業
は
昭
和
46
年
か
ら
実
施
計
画

調
査
を
始
め
て
い
た
が
、
補
償
交

渉
等
で
計
画
は
難
航
し
、
よ
う
や

く
平
成
元
年
10
月
に
本
体
工
事
に

着
手
し
、
平
成
13
年
３
月
に
建
設

工
事
全
体
が
完
成
し
た
。

　

こ
の
事
業
と
並
行
し
て
、
神
奈

川
県
内
広
域
水
道
企
業
団
は
相
模

川
水
系
建
設
事
業
計
画
を
２
期
に

分
割
し
、
当
面
必
要
と
な
る
第
１

期
計
画
と
し
て
基
幹
施
設
の
相
模

取
水
施
設
（
社
家
）
及
び
綾
瀬
浄

水
場
等
の
建
設
を
行
い
、
平
成
10

年
７
月
に
は
一
部
給
水
開
始
、
平

成
18
年
４
月
に
は
建
設
事
業
が
完

了
し
、
供
給
体
制
が
整
備
さ
れ

た
。
合
わ
せ
て
、
神
奈
川
県
内
広

６

維
持
管
理
の
時
代
へ

　

昭
和
48
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

と
と
も
に
高
度
経
済
成
長
は
終
わ

り
を
告
げ
、
産
業
構
造
も
徐
々
に

省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
電
子

技
術
集
約
型
に
転
換
し
、
重
化
学

工
業
等
の
用
水
型
産
業
は
縮
小
し

て
い
っ
た
。
水
需
要
の
構
造
に
も

質
的
な
変
化
が
現
れ
始
め
、
多
量

使
用
者
の
多
い
業
務
用
水
量
に
対

し
て
少
量
使
用
者
の
多
い
家
事
用

水
量
が
占
め
る
割
合
が
次
第
に
大

き
く
な
り
、
全
体
の
水
需
要
の
伸

び
は
家
事
用
水
量
を
中
心
と
し
た

伸
び
に
変
わ
っ
て
き
た
。（
図
３
）

そ
れ
は
、
ま
た
、
首
都
圏
に
お
け

る
住
宅
都
市
と
し
て
の
役
割
を
負

域
水
道
企
業
団
は
平
成
13
年
度
か

ら
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
開
発
水
量
の
一
部

に
つ
い
て
、
小
雀
浄
水
場
等
を
暫

定
的
に
使
用
し
て
水
道
用
水
を
供

給
す
る
相
模
川
水
系
寒
川
事
業
を

開
始
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
３
事

業
合
わ
せ
た
神
奈
川
県
内
広
域
水

道
企
業
団
の
用
水
供
給
量
は
横
浜

市
の
総
給
水
量
の
約
２
分
の
１
を

占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
に
至
っ
て
よ
う
や
く
、
戦

後
の
復
興
期
か
ら
爆
発
的
な
人
口

増
加
や
京
浜
工
業
地
帯
の
発
展
に

よ
り
延
び
続
け
て
き
た
水
需
要
へ

の
対
応
が
完
了
し
、
横
浜
市
を
悩

ま
せ
続
け
て
き
た
水
道
水
源
に
つ

い
て
の
心
配
を
解
消
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
。
平
成
12
年
度

末
に
認
可
を
受
け
た
現
在
の
計
画

給
水
人
口
は
３
７
５
万
人
、
計
画

１
日
最
大
給
水
量
は
１
８
０
万
㎥

と
な
っ
て
い
る
。

５

第
８
回
拡
張
事
業
な
ど
（
昭

和
46
年
か
ら
）

　

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
神
奈
川

県
内
広
域
水
道
企
業
団
の
設
立
な

ど
広
域
的
な
連
携
に
よ
り
水
源
の

手
当
て
を
図
る
一
方
、
市
内
に
目

を
向
け
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
、

急
増
す
る
水
需
要
に
対
応
す
る
た

め
に
、
戦
後
の
20
余
年
の
間
に
第

４
回
拡
張
事
業
か
ら
第
７
回
拡
張

事
業
ま
で
息
つ
く
暇
も
な
く
拡
張

事
業
を
続
け
、
既
設
の
上
流
取
水
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系
統
に
加
え
て
下
流
取
水
系
統
を

導
入
し
、
さ
ら
に
こ
の
両
系
統
を

結
ぶ
市
内
配
水
施
設
の
整
備
も

図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
従
来
の
上
流
取
水
・

下
流
取
水
の
両
施
設
体
系
に
、
さ

ら
に
神
奈
川
県
内
広
域
水
道
企
業

団
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
ま
っ
た

く
新
し
い
酒
匂
川
の
水
が
加
わ
る

こ
と
に
加
え
、
市
勢
も
大
き
な
変

化
を
遂
げ
て
い
た
た
め
、
そ
の
実

態
を
つ
ぶ
さ
に
分
析
し
、
将
来
の

見
通
し
に
立
っ
て
水
道
施
設
の
総

合
的
な
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
第
８
回
拡
張
工
事
で
は
、
平

時
は
時
間
帯
に
よ
る
水
需
給
の
調

整
機
能
を
果
た
し
、
災
害
時
に
は

消
火
用
水
や
応
急
給
水
の
拠
点
と

し
て
の
機
能
を
果
た
す
配
水
池
の

建
設
を
推
進
す
る
方
針
を
定
め

た
。
あ
わ
せ
て
、
高
台
・
丘
陵
部

の
宅
地
開
発
に
任
せ
て
ポ
ン
プ
を

設
置
し
て
い
た
従
来
の
管
末
加
圧

方
式
を
改
め
、
配
水
池
と
ポ
ン
プ

場
を
集
約
し
て
大
規
模
化
し
、
集

中
制
御
に
よ
る
効
率
化
を
図
る
た

め
、
市
内
を
地
形
な
ど
に
よ
り
22

の
ブ
ロ
ッ
ク
（
現
在
は
23
ブ
ロ
ッ

ク
）
に
分
割
し
て
配
水
す
る
配
水

ブ
ロ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、

施
設
整
備
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
戦
後
の
急
激
な
市
勢
の

発
展
に
よ
り
、
水
源
の
確
保
を
最

優
先
せ
ざ
る
を
得
ず
、
後
回
し
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
配
水
管
の

整
備
に
も
本
格
的
に
取
り
掛
か
っ

た
。
戦
後
の
ザ
ル
給
水
と
い
わ
れ

た
時
代
か
ら
漏
水
防
止
に
も
可
能

な
限
り
の
対
策
を
講
じ
て
徐
々
に

で
は
あ
る
が
成
果
を
上
げ
つ
つ

あ
っ
た
が
、
更
な
る
漏
水
防
止
の

た
め
に
漏
水
管
理
所
を
発
足
さ
せ

て
漏
水
調
査
体
制
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
昭
和
44
年
か
ら
は
老
朽

管
対
策
に
も
力
を
入
れ
始
め
た
。

そ
の
結
果
、
昭
和
45
年
度
に
は

70
％
を
超
え
る
程
度
で
あ
っ
た
有

収
率
（
給
水
量
に
占
め
る
料
金
徴

収
の
対
象
と
な
っ
た
水
量
の
割

合
。
高
い
ほ
ど
漏
水
が
少
な
い
。）

は
、
平
成
７
年
度
に
は
９
０
％
を

超
え
、
計
画
的
な
老
朽
管
の
更
新

に
よ
り
現
在
に
至
る
ま
で
こ
の
水

準
を
維
持
し
て
い
る
。（
図
２
）

６

維
持
管
理
の
時
代
へ

　

昭
和
48
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

と
と
も
に
高
度
経
済
成
長
は
終
わ

り
を
告
げ
、
産
業
構
造
も
徐
々
に

省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
電
子

技
術
集
約
型
に
転
換
し
、
重
化
学

工
業
等
の
用
水
型
産
業
は
縮
小
し

て
い
っ
た
。
水
需
要
の
構
造
に
も

質
的
な
変
化
が
現
れ
始
め
、
多
量

使
用
者
の
多
い
業
務
用
水
量
に
対

し
て
少
量
使
用
者
の
多
い
家
事
用

水
量
が
占
め
る
割
合
が
次
第
に
大

き
く
な
り
、
全
体
の
水
需
要
の
伸

び
は
家
事
用
水
量
を
中
心
と
し
た

伸
び
に
変
わ
っ
て
き
た
。（
図
３
）

そ
れ
は
、
ま
た
、
首
都
圏
に
お
け

る
住
宅
都
市
と
し
て
の
役
割
を
負

わ
さ
れ
て
い
る
一
面
を
も
物
語
っ

て
お
り
、
昭
和
53
年
５
月
に
は
大

阪
市
の
人
口
を
抜
き
全
国
第
２
位

の
人
口
を
有
す
る
都
市
と
な
っ
て

い
た
。
そ
の
後
も
本
市
の
人
口
は

一
貫
し
て
増
加
を
続
け
て
お
り
、

増
加
率
に
鈍
化
の
傾
向
は
見
受
け

ら
れ
る
も
の
の
、
現
在
３
７
０
万

人
に
達
し
て
い
る
。

　

一
方
、
企
業
の
節
水
努
力
や
工

場
の
移
転
な
ど
に
よ
り
使
用
水
量

に
占
め
る
業
務
用
水
量
の
割
合
が

減
り
、
逆
に
宅
地
開
発
の
進
展
に

よ
り
家
事
用
水
量
の
割
合
は
増
加

を
続
け
、
昭
和
40
年
度
に
は
41
・

３
％
で
あ
っ
た
家
事
用
水
量
の
割

合
は
平
成
24
年
度
に
は
79
・
１
％

に
ま
で
達
し
、
水
需
要
の
伸
び
は

ま
す
ま
す
鈍
化
し
て
い
っ
た
。
ま

た
、
そ
の
家
事
用
水
量
に
つ
い
て

も
、
環
境
問
題
へ
の
意
識
の
高
ま

り
に
よ
る
節
水
意
識
の
定
着
や
節

水
機
器
の
普
及
・
高
性
能
化
に
よ

り
１
人
１
日
あ
た
り
の
使
用
水
量

が
減
少
傾
向
を
示
す
よ
う
に
な
っ

た
結
果
、
つ
い
に
は
１
日
最
大
給

水
量
も
平
成
４
年
の
１
６
０
万
７

千
㎥
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
る

こ
と
と
な
っ
た
。（
表
５
）

　

今
後
も
こ
の
減
少
傾
向
は
続
く

も
の
と
考
え
ら
れ
、
経
営
環
境
は

益
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
や
平
成
23
年
の
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
被
災
地
に
お
い
て

大
規
模
断
水
が
発
生
し
、
飲
料
水

や
生
活
用
水
に
不
便
を
き
た
し
た

こ
と
で
、
水
道
施
設
の
地
震
対
策

や
水
道
水
の
安
全
性
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ま
で
述
べ
て
き
た
拡
張
事
業
に
よ

り
、
主
に
高
度
成
長
期
に
大
量
に

整
備
さ
れ
た
市
内
の
送
・
配
水
管

や
浄
水
場
・
配
水
池
な
ど
は
、
更

新
や
改
良
が
必
要
な
時
期
を
順
次

迎
え
て
お
り
、
そ
の
対
策
と
工
事

に
か
か
る
財
源
確
保
が
急
務
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
営
環
境

に
あ
っ
て
、
現
在
、
水
道
局
で
は
、

平
成
18
年
７
月
に
策
定
し
た
「
横

浜
水
道
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
・
10
か
年

プ
ラ
ン
」
及
び
そ
の
実
施
計
画
で

あ
る
「
横
浜
市
水
道
事
業
中
期
経

表５　1日最大給水量及び一人1日最大給水量の推移

年　　度 1日最大給水量
（㎥）

一人１日最大給水量
（ℓ）

昭和30（1955）年度 418,000 485
昭和40（1965）年度 773,600 464
昭和50（1975）年度 1,346,000 527
昭和60（1985）年度 1,451,000 485
平成 ４（1992）年度 1,607,000 491
平成 ７（1995）年度 1,532,000 463
平成17（2005）年度 1,372,000 383
平成24（2012）年度 1,268,000 343

図２　有収率の推移

図３　家事用水量割合の推移
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営
計
画
（
平
成
24
～
27
年
度
）」

に
基
づ
き
事
業
を
推
進
し
て
い

る
。

　

具
体
的
に
は
、
横
浜
市
内
の
約

９
，
１
０
０
㎞
の
送
・
配
水
管
の

う
ち
、
昭
和
40
年
代
に
設
置
し
た

管
（
約
２
，
４
０
０
㎞
）
や
高
度

経
済
成
長
期
に
整
備
し
た
浄
水

場
・
配
水
池
な
ど
水
道
施
設
の
更

新
・
耐
震
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
災
害
時
に
迅
速
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
非
常
用
発
電
設
備
の

整
備
や
災
害
用
資
機
材
の
備
蓄
な

ど
を
行
う
こ
と
で
、
災
害
対
応
力

を
強
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
水

力
発
電
や
太
陽
光
発
電
な
ど
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
環
境

へ
の
負
荷
が
少
な
い
自
然
流
下
系

の
浄
水
場
（
川
井
浄
水
場
、
西
谷

浄
水
場
）
を
最
大
限
利
用
で
き
る

よ
う
再
整
備
を
進
め
て
い
く
。
さ

ら
に
、
公
民
連
携
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
株
式

会
社
（
水
道
局
１
０
０
％
出
資
）

等
と
連
携
し
て
、
国
内
の
中
小
事

業
体
や
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域

が
抱
え
る
水
分
野
の
課
題
解
決
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
収

益
を
確
保
し
て
い
く
。

　

加
え
て
、
職
員
定
数
の
削
減
に

よ
る
工
事
コ
ス
ト
の
縮
減
や
、
人

件
費
の
削
減
な
ど
徹
底
し
た
経
費

の
削
減
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

局
資
産
を
有
効
活
用
し
、
経
営
基

盤
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
持
続
可
能
な
事
業
運
営
を
目

指
し
て
い
る
。

７

終
わ
り
に

　

非
常
に
雑
駁
で
は
あ
る
も
の

の
、
こ
こ
ま
で
早
足
で
戦
後
の
高

度
成
長
期
か
ら
現
在
に
至
る
水
道

局
の
施
策
に
つ
い
て
水
源
開
発
を

中
心
に
振
り
返
っ
て
み
た
わ
け
で

あ
る
が
、
給
水
人
口
７
万
人
で

あ
っ
た
創
設
事
業
か
ら
、
３
７
０

万
人
に
給
水
す
る
設
備
を
整
え
た

現
在
ま
で
、
水
需
給
の
ひ
っ
迫
に

よ
る
断
水
・
給
水
制
限
の
恐
怖
と

戦
い
な
が
ら
国
や
県
と
の
折
衝
を

重
ね
て
水
源
を
確
保
し
、
そ
れ
を

市
内
に
給
水
す
る
た
め
の
施
設
の

整
備
に
全
力
を
注
い
で
き
た
先
輩

方
の
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
水
道
局

職
員
は
、
豊
か
な
市
民
生
活
に
欠

か
せ
な
い
清
浄
・
豊
富
・
低
廉
な

水
道
水
を
確
実
に
お
届
け
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
重
責
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
を
新
た
に
し

た
。

　

迫
り
く
る
人
口
減
少
社
会
の
到

来
に
よ
る
給
水
量
の
減
少
や
水
道

技
術
の
継
承
、
安
定
的
な
経
営
基

盤
の
確
立
な
ど
乗
り
越
え
る
べ
き

課
題
は
数
多
い
が
、
こ
の
歴
史
あ

る
水
道
を
職
員
一
丸
と
な
っ
て
未

来
の
横
浜
に
確
実
に
引
き
継
い
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

調
査
季
報
の
50
年

　

こ
の
半
世
紀
の
間
に
横
浜
は
大
き

な
変
貌
を
遂
げ
た
。
人
口
は
１
５
９

万
人
か
ら
３
７
０
万
人
と
２
倍
以
上

に
大
き
く
増
加
し
た
。
前
半
は
爆
発

的
な
人
口
増
や
急
速
な
市
街
化
へ
の

対
応
、
後
半
は
少
子
高
齢
化
や
都
市

防
災
な
ど
が
大
き
な
行
政
課
題
で

あ
っ
た
。
大
都
市
で
あ
る
以
上
、
成

長
か
ら
成
熟
の
時
代
変
化
に
対
し

て
、
常
に
先
鋭
的
に
新
た
な
課
題
が

生
じ
て
く
る
。
横
浜
市
の
職
員
自
ら

が
問
題
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
叡
智

を
集
め
て
現
場
力
で
解
決
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

　

調
査
季
報
は
、
横
浜
市
が
誇
れ
る

政
策
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
だ
と
思

う
。
時
代
状
況
を
反
映
し
た
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
、
職
員
、
専
門
家
、
市
民
、

他
都
市
職
員
な
ど
自
由
闊
達
に
議
論

を
展
開
す
る
。
抽
象
論
で
は
な
く
あ

く
ま
で
現
場
か
ら
の
実
践
論
で
あ

る
。
政
策
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
職
員
に

と
っ
て
、
調
査
季
報
は
時
代
を
見
る

羅
針
盤
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

ま
た
、
仕
事
へ
の
思
い
や
横
浜
へ
の

誇
り
を
文
章
に
し
て
表
現
す
る
こ
と

で
、
自
分
自
身
が
成
長
で
き
る
晴
れ

舞
台
で
も
あ
っ
た
。

　

私
自
身
は
、
職
員
の
頃
は
都
市
計

画
の
企
画
部
門
に
い
て
、
担
当
す
る

調
査
作
業
の
参
考
に
す
る
た
め
、
都

市
科
学
研
究
室
の
書
棚
か
ら
調
査
季

報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
よ
く
借
り

て
き
た
も
の
だ
。
先
輩
た
ち
の
論
文

に
は
新
政
策
づ
く
り
へ
の
熱
い
思
い

が
あ
ふ
れ
て
い
て
、
自
分
も
い
つ
か

こ
こ
に
論
文
を
書
い
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
た
。
係
長
に
な
り
、
ま
ち

づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
誌
上
座
談

会
や
、
グ
ル
ー
プ
で
提
案
し
た
市
民

参
加
の
論
文
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
課
長
に
な
る
と
京
浜
臨

海
部
や
広
域
行
政
な
ど
自
分
の
担
当

業
務
に
関
す
る
論
文
を
書
き
、
最
後

は
公
民
連
携
の
取
り
組
み
を
特
集
号

と
し
て
ま
と
め
た
。
結
果
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
通
算
で
７
つ
の
号
に
参
加

し
て
い
る
。
今
、
改
め
て
読
み
返
す

と
、
若
い
頃
の
意
気
込
み
や
そ
の

時
々
の
仕
事
へ
の
思
い
が
は
っ
き
り

と
思
い
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
横
浜
市

政
に
少
し
で
も
自
分
ら
し
い
足
跡
を

残
せ
た
よ
う
な
喜
び
も
感
じ
る
。

　

こ
れ
か
ら
未
知
の
世
界
で
横
浜
丸

は
ど
こ
に
向
か
う
の
か
。
ど
ん
な
時

も
都
市
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
こ
そ
が

大
事
で
あ
る
と
思
う
。
国
際
港
湾
都

市
の
歴
史
、
自
由
で
オ
ー
プ
ン
な
市

民
性
、
海
や
丘
に
囲
ま
れ
た
街
並
み

な
ど
、
ロ
ー
カ
ル
に
こ
だ
わ
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
政
策
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
し
て
そ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
価
値

創
出
に
つ
な
が
る
こ
と
が
、
都
市
横

浜
の
持
つ
可
能
性
だ
。
羅
針
盤
と
し

て
の
調
査
季
報
の
継
承
と
発
展
を
期

待
し
た
い
。




